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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、アンデス文明の盛衰と環境の関係について学際的に研究するとともに、ナ
スカの地上絵をめぐる人間活動を明らかにすることである。そのために、古環境を復元し、ナスカ台地および周辺地域
で踏査と発掘調査を実施した。その結果、乾燥化現象に対して、地下水路を建設することによって、地上絵を用いた社
会は前400年から約2000年間にわたって維持されたことが判明した。またこの全期間に、地上絵で土器を破壊する儀礼
的行為がおこなわれたが、特に乾燥化が進んだ時期に著しかった。急激な乾燥化に対して、儀礼や地下水利用という新
たな選択肢を見出し、持続的な社会が展開したことが判明した。

研究成果の概要（英文）：The objectives of this project can be divided into two interrelated themes. The fi
rst one is to consider the rise and fall of Andean civilization in relation to environmental change, and t
he second one is to understand human activities carried out around the Nasca Lines. For these purposes, th
ree different researches were conducted; reconstructions of paleo-environment, settlement survey, and exca
vations in and around the "Pampa de Nasca". According to the results, through the constructions of undergr
ound canals, the societies that used the Nasca Lines sustained themselves for 2000 years from 400 B.C. eve
n in the periods of dry climate. In addition, while the people carried out a type of ritual represented by
 destructions of pottery, they did it more frequently when the climate became increasingly dry. Against th
e sharp shift to dry climate, people sustained their societies for long period of time by means of ritual 
activities and utilization of underwater.
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１．研究開始当初の背景 
（１）アンデス文明の諸社会は、気候変動に
よって盛衰を繰り返したという議論がある。
6 世紀末にペルー南高地で約 30 年間の渇水
期があり、この時期にペルー北海岸ではエル
ニーニョが頻発し、ペルー南海岸のナスカ社
会では、中心的な祭祀センターであったカワ
チ神殿が異常気象の影響で放棄されたと主
張されてきた。こうした議論の妥当性を検討
するためには、古環境を正確に復元する必要
がある。 
 近年、古環境を復元するために湖沼年縞堆
積物、木材の年輪、陸生巻貝などの資料が注
目されている。これらの資料を積極的に利用
するとともに、アンデス文明の展開の詳細を
検討することによって、文明の盛衰と環境の
関係について再検討できる。 
（２）建築物や図像表現が社会統合のために
積極的に利用されたため、古代アンデス文明
では文字が必要とされなかったと言われて
いる。そこで、巨大な建築物・図像である「ナ
スカの地上絵」に焦点を当てた研究は、アン
デス文明の特徴を理解する上で有益だと考
えられる。 
 
２．研究の目的 
 本研究ではアンデス文明の中でも、特にペ
ルー南海岸に注目して、ナスカの地上絵をめ
ぐる人間活動を通時的に明らかにするとと
もに、アンデス文明の盛衰と環境の関係につ
いて、学際的な視点（考古学、地理学、情報
科学、認知心理学など）から検討することで、
その歴史的教訓と今日的な意義について考
察する。 
 調査地は、サルやハチドリなどの動物の地
上絵が描かれたことで有名なナスカ台地と
その周辺地域である。ここで前 400 年頃から
約 2000 年間にわたって盛衰したパラカス・
ナスカ・ワリ・インカ等の諸社会の展開と気
候変動に関する実証的なデータを入手する
とともに、地上絵及び付近の遺跡・遺構の立
地とその変化について明らかにする。 
 
３．研究の方法 
（１）「アンデス文明の盛衰に関する考古学
調査」 
a)ナスカ川中流域および下流域で発掘調査
（パレドーネス遺跡他）を実施する。出土し
た遺構と遺物（花粉や植物遺存体を含む）を
分析することで、約 2000 年にわたる文明の
盛衰と環境の関係について検討する。b) 古
環境を復元するために、ナスカ台地および周
辺部において、陸生巻貝や樹木年輪試料を採
取・分析するとともに、A01 班による湖沼堆
積物の採取・分析に協力する。c)ナスカ台地
および周辺部における、遺跡の立地と景観に
関する実態調査を行なう。特にナスカ川下流
部から中上流部にかけて分布する遺跡・遺構
を調査して、それぞれの場所における水資源
をめぐる局地的な景観を復元するとともに、

人々が周囲の環境をどのように認識し、それ
が建築活動などにいかに生かされてきたの
かについて、約 2000 年間にわたって検討す
る。 
（２）「ナスカ台地の地上絵に関する実証的
研究」 
a）地上絵付近で確認できた遺構と遺物の分
析を通して、地上絵をめぐる人間活動を通時
的に明らかにする。b）人工衛星画像の分析
および現地調査によって、ナスカ台地及び周
辺地域に広がる地上絵の分布図を作成する。
c）この分布図を統計学的に解析することに
よって、地上絵の分布規則について検討する。 
d）地上絵付近の考古学遺物および自然遺物
を分析して、それぞれの地上絵の利用年代を
明らかにする。 
 
４．研究成果 
（１）「アンデス文明の盛衰に関する考古学
調査」 
 気候変動によって、ペルー南海岸の社会が
盛衰を繰り返したという議論が横行してい
たが、今回の分析結果は、ナスカ谷では大き
な気候変化があったにもかかわらず、社会は
崩壊することなく、持続したことを示してい
る。 
 ナスカ台地および周辺部における水資源
とその利用実態を調査するために、地上絵付
近に分布する遺跡の立地と景観について調
査したところ、水資源へのアクセスが時代に
よって変化したことが分かった。ナスカ川流
域の社会は、急激な乾燥化に対応するために、
地下水を積極的に利用しようとした。そのた
め、地下水路を建設すると共に、水を確保し
やすい地域に居住した。これによって、気候
変化にうまく対応することができたため、地
上絵を描く社会が 2000 年以上にわたって維
持されたことが明らかになった。 
（２）「ナスカ台地の地上絵に関する実証的
研究」 
 地上絵が描かれたナスカ台地で、どのよう
な活動が行なわれていたのかを明らかにす
るために、地上絵付近に分布する遺構・遺物
を調査した。この調査で収集した 1万点以上
の考古遺物（土器・石器）を計測・記載・分
類・写真撮影すると共に、その一部を図面化
した。これらの考古遺物のデータベース化を
進め、地上絵の分布に関する空間情報と GIS
上でリンクさせた。 
 これらの考古遺物を分析したところ、地上
絵で土器を破壊する行為が 2000 年間にわた
って継続したことが判明した。特に乾燥化が
進んだ時期に、土器の破壊活動が著しかった。
乾燥化に対して、儀礼や地下水利用という新
たな選択肢を見出すことで、持続的な社会が
展開したことが明らかになった。なお、雨乞
いのために、土器を儀礼的に破壊する行為は、
現在も地元で行われていることが、民族学調
査によって判明した。 
 地上絵の分布図を完成させるために、人工



衛星画像に基づいて作成した地上絵の分布
図を、現場で検討する作業を実施した。その
結果、人間の「首級」地上絵、斬首の場面の
地上絵、ラクダ科動物の地上絵等を新たに発
見した。 
 動物の地上絵は、時期によって形状認識の
方法に違いがあることが、視覚の認知心理学
的分析から判明した。すなわち、パラカス後
期(前 400～前 200 年頃)の地上絵は、静止し
た状態で認知できるが、ナスカ期（前 200～
後 700 年頃）の地上絵は、移動しながら観察
しなければ、認知できないタイプの地上絵で
あることがわかった。 
 中心的な祭祀センターであったカワチ神
殿が機能していたナスカ前期（前200～後 400
年頃）には、ナスカ台地の南北に競合的な関
係にある社会が存在したことが、居住地の配
置、地上絵の分布及び土器の分析から判明し
た。しかし、ナスカ中・後期（後 400～700
年頃）になると、ナスカ台地の南北を結ぶ道
路的な性格を持つ地上絵が敷設され、イカ期
（1000～1500 年頃）には、ナスカ台地の全体
を覆う網の目のようなネットワーク構造を
示す直線の地上絵が設定され、ナスカ台地の
南北の社会は関係を強めたことが学際的な
研究（考古学と情報科学）によって明らかに
なった。 
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